




表1 「切粉圧縮機」の導入例

対象ユーザー 工作機械メーカー

処理物慨要 材臼．鉄系． ステンレス系の2種類

必要処理匿 各100-125kg/h

①切リくずに付着したまま処分されている切削
油剤（油性切削液）を回収し． 再利用する．

②圧縮減容することにより ， 業者の運搬回数を
導入目的 低減させる．

③搬出作業のさいに作業者が負傷する労災が
発生していたために安全対策を行なう．

①切リくずに付篇したまま廃棄されていた切削
油剤の回収堕が向上した(400-600Q／日） ．

改善効果
②引取り業者の運搬回数が1/4に減少した

③作業者が切リくずに匝接触れることなく， 作業
安全性が向上した．

のスリー プ内に切りくずを充填し， 油圧シリン

ダの推力により圧縮し塑性変形させ固形化す

る ． 対象となる材質は鉄 ， アルミ ， ステンレス
，

黄銅のほか多種にわたるが材種ごとの特性に

より ， 固形化されるために必要な面圧値が異な

るため ， その現場•そのラインに応じ最適な仕

様を設定する必要がある ． 当社ではそういった

特殊仕様に対応することが可能であり， 必要な

処理量に応じた製品群を取揃えている ．

圧縮機の処理能力を決めるうえで ， 圧縮工程

のメイン動力となるシリンダの推力設定が必要

となる． 当社では現在， 25ton, 40ton, lOOton, 

150ton型の4機種を用意している ．

切りくずを圧縮し固形化するまでの減容を行

なうことで ， 処理前後比較では1/3から最大で

は1/50まで体積を減容することが可能である ．

これは ， 処理前の形状により数値が変化する ．

［「切粉圧縮機」の導入事例］

ある工作機械メ ー カ ーにおける禅人例を表1

に示す．

●「切粉破砕機」

とくに旋盤加工においては， 材質の特性に

よっては長い線状の切りくずが発生する． しか

しながら ， これが排出コンベヤで詰り ， 設備卜

ラブルを引起こす要因となっている ． さらにこ
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